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伊仙町議会だより

㊗町政施行50周年記念

行政に頼らず、集落民全員の心を「感動」させた住民自治の先進地、柳谷集落（やねだん）を研修しました。※詳細は次号で！
（日本全国の自治体首長もプライベートで訪問し、町づくりの基本を学んでいました。2列目右奥が豊重哲郎氏）



科目別歳出状況

議　会　だ　よ　り平成24年６月 （２）

平成24年度一般会計予算 51億8,159万円

平成２４年度各特別会計予算（単位：千円）

一般会計性質別歳出内訳（単位：千円，％）

（ 前 年 度 と 比 較 し て 1 0 . 1 ％ の 増 で す 。 ）
科目別歳入状況

性質別内訳

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 予 算 １，２１５，４３４

介 護 保 険 特 別 会 計 予 算 ９５６，７４４

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 予 算 １６５，３７４

徳 之 島 交 流 ひ ろ ば 「 ほ ー ら い 館 」 特 別 会 計 予 算 １１２，９０５

簡 易 水 道 特 別 会 計 予 算 ２２７，８６９

上 水 道 事 業 会 計 予 算 ８７，０６８

合 計 ２，７６５，３９４



議　会　だ　よ　り 平成24年６月（３）

　当，予算審査特別委員会に付託されました，平成２４年度伊仙町一般会計予算及び６特別会計予算につ

いて，去る３月１５日，１６日に予算審査特別委員会を開きました。

その審査の経過と結果についてご報告申し上げます。

　まず，執行部より予算書の内容について詳細説明を求め，それを受けての審査会の報告です。

一般会計当初予算について，各委員よりあらゆる質疑があり，財政難の中にあって予算が有効かつ適正に

計画されているか答弁を求め，審査を行いました。

それを集約すると，滞納徴収率向上に対しての質疑があり，徴収体制の強化，法的措置の実施，サービス

制限条例の活用等で徴収率向上に努めていきますとの答弁であった。

　また，年度前半は，滞納徴収に，後半は，現年度分徴収に重点をおいた徴収計画を立てて滞納徴収にも

っと力を入れるようにとの提言がありました。

　また，財政計画を立てる予定はあるのかとの質疑に対して，来年度以降，早急に５か年，１０か年計画

を立てますとの答弁であった。

　歳出においては，地域農業マスタープラン作成事業費の新規就農者について，より詳しい資料等を準備

して，広く知らしめる必要があるのではとの提言がありました。

　また，有害鳥獣（イノシシ）被害が多発して，農作物に多大な被害が出ているが，町猟友会等の予算を

増額して対応できないかとの質疑に対して，４月に町猟友会臨時総会を開催して協議しますとの答弁であ

った。

　また，基金の繰り入れによる財政の不安定化，普通建設費の割合が当初予算の１／５を占める等の反対

討論があり，平成２４年度伊仙町一般会計当初予算については，起立採決の結果，賛成多数で原案のとお

り，可決されました。

　また，特別会計においては，平成２４年度徳之島交流ひろば「ほーらい館」特別会計予算審議の際，衛

生面の管理徹底を図るよう要望がありました。

議案第２３号　平成２４年度伊仙町国民健康保険特別会計予算

議案第２４号　平成２４年度伊仙町介護保険特別会計予算

議案第２５号　平成２４年度伊仙町後期高齢者医療特別会計予算

議案第２６号　平成２４年度徳之島交流ひろば「ほーらい館」特別会計予算

議案第２７号　平成２４年度伊仙町簡易水道特別会計予算

議案第２８号　平成２４年度伊仙町上水道事業会計予算の６件については，それぞれ起立採決の結果，全

議案，賛成多数で原案のとおり，可決されました。

　以上で委員長報告を終わります。

（※特別委員は議長を除く13名で構成されています。）

平成 24 年度 伊仙町予算審査特別委員会審査報告



議　会　だ　よ　り平成24年６月 （４）

番 号 議　　　　　案　　　　　等 採 決 結 果

報 告  第 １ 号 伊仙町老人計画及び介護保険事業計画 報 告

同 意  第 １ 号 伊仙町固定資産評価審査委員の選任 同 意

同 意  第 ２ 号 伊仙町固定資産評価審査委員の選任 同 意

同 意  第 ３ 号 伊仙町固定資産評価審査委員の選任 同 意

議 案  第 ６ 号 伊仙町長の給与の特例に関する条例の一部を改正する条例 原 案 可 決

議 案  第 ７ 号 伊仙町職員の給与の特例に関する条例の制定 原 案 可 決

議 案  第 ８ 号 伊仙町技能・労務職員の給与の特例に関する条例の制定 原 案 可 決

議 案  第 ９ 号 伊仙町町税等の滞納に対する行政サービスの制限措置等に関する条例の制定 原 案 可 決

議案 第１０号 伊仙町スポーツ振興審議会条例の一部を改正する条例 原 案 可 決

議案 第１１号 伊仙町報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例 原 案 可 決

議案 第１２号 伊仙町公民館の設置及び管理等に関する条例の一部を改正する条例 原 案 可 決

議案 第１３号 伊仙町敬老年金支給条例の一部を改正する条例 否 決

議案 第１４号 伊仙町介護保険条例の一部を改正する条例 原 案 可 決

議案 第１５号 伊仙町町営住宅設置及び管理条例の一部を改正する条例 原 案 可 決

議案 第１６号 伊仙町過疎地域自立促進計画の一部変更 原 案 可 決

議案 第１７号 伊仙町辺地総合整備計画の一部変更 原 案 可 決

議案 第１８号 伊仙町堆肥センターの管理運営業務委託契約 原 案 可 決

議案 第１９号 平成２３年度伊仙町一般会計補正予算（第７号） 原 案 可 決

議案 第２０号 平成２３年度伊仙町介護保険特別会計補正予算（第４号） 原 案 可 決

議案 第２１号 平成２３年度伊仙町簡易水道特別会計補正予算（第４号） 原 案 可 決

議案 第２２号 平成２４年度伊仙町一般会計予算 原 案 可 決

議案 第２３号 平成２４年度伊仙町国民健康保険特別会計予算 原 案 可 決

議案 第２４号 平成２４年度伊仙町介護保険特別会計予算 原 案 可 決

議案 第２５号 平成２４年度伊仙町後期高齢者医療特別会計予算 原 案 可 決

議案 第２６号 平成２４年度徳之島交流ひろば「ほーらい館」特別会計予算 原 案 可 決

議案 第２７号 平成２４年度伊仙町簡易水道特別会計予算 原 案 可 決

議案 第２８号 平成２４年度伊仙町上水道事業会計予算 原 案 可 決

以下余白

番 号 件　　　　　　　　名 採 決 結 果

請 願  第 １ 号 伊仙町中央通り会道路拡幅に関する請願書（紹介議員：上木議員・杉並議員） 採 択

発 議  第 １ 号 飲酒運転撲滅に関する決議について 原 案 可 決

発 議  第 ２ 号 「安全・安心の町」実現に関する決議について 原 案 可 決

陳 情  第 １ 号 陸上空母離着陸訓練施設の馬毛島への移設反対を求める意見書採択について 文 書 配 布

陳 情  第 ２ 号 奄美医療圏における周産期医療の確保について　他 文 書 配 布

以下余白

平成２４年第１回定例議会議決結果一覧（会期３/６〜１９）

平成２４年第１回定例議会請願・陳情・発議結果一覧



議　会　だ　よ　り 平成24年６月（５）

問　

ほ
ー
ら
い
館
の
年
度
別
赤

字
額
は
い
く
ら
か
。

答　

20
年
度
、
21
年
度
、

22
年
度
で
申
し
上
げ
ま
す

が
、
繰
り
越
し
繰
入
金
を
入

れ
て
の
歳
入
が
、
20
年
度

７
２
４
６
万
３
千
円
で
、
支
出

が
７
２
４
０
万
６
千
円
で
す
。

売
上
げ
だ
け
で
は
補
え
る
部
分

が
３
２
０
０
万
８
千
円
、
21
年

度
は
２
５
０
９
万
２
千
円
、
22

年
度
２
０
６
０
万
８
千
円
に
な

っ
て
赤
字
で
ご
ざ
い
ま
す
。

問　

１
〜
２
年
以
内
に
指
定
管

理
者
制
度
に
つ
い
て
計
画
し
て

い
く
と
答
弁
が
あ
っ
た
が
計
画

は
ど
う
か
。

答　

24
年
度
中
に
公
募
を
い
た

す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し

て
、
１
年
間
か
け
て
指
定
管
理

者
制
度
の
移
行
を
含
め
て
、
町

職
員
を
減
ら
し
て
い
く
と
、
25

年
度
か
ら
は
指
定
管
理
者
制
度

と
い
う
形
で
町
か
ら
の
繰
り
入

れ
が
な
い
形
で
や
っ
て
い
き
ま

す
。

問　

ほ
ー
ら
い
館
は
町
長
が
条

例
そ
の
他
の
関
係
法
令
に
基
づ

き
運
営
管
理
と
あ
る
が
、
関
係

法
令
を
遵
守
さ
れ
て
い
る
の
か

ど
う
か
。

答　

関
係
法
令
・
条
例
等
を
遵

守
し
な
が
ら
運
営
し
て
い
る
つ

も
り
で
す
。

問　

ほ
ー
ら
い
館
の
運
営
審
議

会
か
ら
緊
急
勧
告
等
が
あ
っ
た

の
か
ど
う
か
。
あ
っ
た
ら
そ
の

内
容
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま

す
。

答　

勧
告
と
い
う
こ
と
で
文
書

が
参
り
ま
し
た
。
レ
ジ
オ
ネ
ラ

菌
の
検
査
結
果
が
検
出
さ
れ
、

杉並議員

今
こ
の
よ
う
な
対
応
を
し
ま
し

た
と
い
う
報
告
を
し
ま
し
た
。

問　

レ
ジ
オ
ネ
ラ
菌
と
い
う
こ

と
で
す
か
ら
、
保
健
所
等
の
指

導
を
受
け
て
い
る
の
か
ど
う

か
。

答　

電
話
で
検
査
結
果
の
報
告

が
あ
り
、
そ
の
時
点
で
す
ぐ
保

健
所
等
の
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら

そ
の
後
の
対
応
、
こ
と
の
重
大

さ
を
認
識
し
た
う
え
で
、
徹
底

し
て
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。
レ
ジ
オ
ネ
ラ
菌
は

１
カ
所
し
か
出
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
で
、
全
体
が
汚
染
さ

れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
薬
品
も
平
素
に
加
え
て
、

レ
ジ
オ
ネ
ラ
菌
対
応
の
薬
品
も

利
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問　

人
命
に
か
か
る
こ
と
で
す

か
ら
、
会
員
だ
け
に
は
知
ら
せ

る
べ
き
と
思
い
ま
す
が
、
ほ
ー

ら
い
館
の
隣
に
は
仙
寿
の
里
と

い
う
高
齢
者
の
施
設
が
あ
る
が

影
響
は
な
い
の
か
。

答　

い
ま
、
杉
並
議
員
が
お
っ

し
ゃ
っ
た
こ
と
等
、
ま
た
検
討

し
て
よ
り
安
全
で
事
故
等
の
な

い
管
理
運
営
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

問　

土
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い

て
説
明
を
求
め
ま
す
。

答　

限
ら
れ
た
耕
地
面
積
の
な

か
で
、
単
収
を
上
げ
る
為
に
、

土
壌
分
析
器
を
導
入
し
、
町
独

自
で
分
析
を
行
っ
て
い
ま
す
。

事
業
と
し
て
は
、
環
境
保
全
型

農
業
直
接
支
払
制
度
で
12
ｈ
ａ

に
対
し
、
農
機
資
材
の
補
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
環
境
と

調
和
し
た
農
業
推
進
事
業
に
よ

り
７
・
２
ｈ
ａ
の
堆
肥
投
入
な

ど
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

問　

さ
と
う
き
び
単
収
向
上
に

つ
い
て
説
明
を
求
め
ま
す
。

答　

さ
と
う
き
び
の
単
収
向
上

の
ポ
イ
ン
ト
は
、
新
植
に
お
い

て
優
良
種
苗
の
確
保
、
適
期
の

植
え
付
け
や
管
理
施
肥
、
中
耕

除
草
、
病
害
虫
防
除
な
ど
の
栽

培
指
針
に
基
づ
き
基
本
的
な
作

業
を
確
実
に
行
う
こ
と
で
あ
り

ま
す
。

問　

昨
年
白
井
川
水
源
を
復
活

さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
含
有

石
灰
な
ど
が
薄
ま
る
こ
と
を
見

込
ん
で
い
た
が
、
白
井
川
水
源

の
復
活
に
向
け
た
結
果
は
ど
う

か
。

答　

白
井
川
水
源
の
平
均
水
量

は
、
１
時
間
あ
た
り
約
45
ｔ
で

ご
ざ
い
ま
す
。
１
日
当
た
り
に

換
算
し
ま
す
と
約
１
２
０
０
ｔ

で
、
中
部
地
区
全
体
を
賄
え
る

水
量
に
達
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

目
視
の
判
断
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
水
質
に
関
し
て
は
、
か
な

り
上
質
な
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
し
か
し
、
こ
こ
で
判
断
す

る
こ
と
な
く
、
今
後
も
長
期
的

な
調
査
を
進
め
て
、
水
源
の
１

つ
と
し
て
認
可
申
請
し
て
お
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

平
成
24
年
　
第
１
回
定
例
会

一
般
質
問

農家から要望のあった、土づくりの推進の一環とし
て経済課が無料で行っている土壌分析。写真は、PH
測定中の様子。



議　会　だ　よ　り平成24年６月 （６）

問　

ド
ー
ム
闘
牛
場
の
建
設
に

つ
い
て
、
義
務
教
育
の
学
校
教

科
書
・
教
材
に
も
採
択
さ
れ

て
い
る
、
鎌
倉
時
代
の
作
者

　

兼
好
法
師
の
随
筆
集
「
徒
然

草
」
に
「
生
け
る
者
を
殺
し
、

痛
め
、
闘
は
し
め
て
、
遊
び
楽

し
ま
ん
人
は
畜
生
残
害
の
類
な

り
」
と
あ
り
、
生
き
物
に
対
す

る
不
殺
生
・
非
暴
力
・
同
情
を

重
ん
じ
人
間
性
を
育
て
る
、
情

操
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
教

え
戒
め
て
い
る
。
と
こ
ろ
が

今
、
徳
之
島
で
は
町
長
は
じ
め

島
の
指
導
者
が
闘
牛
奨
励
を
盛

ん
に
し
て
い
る
。
そ
の
反
面
、

闘
牛
賭
博
で
借
金
地
獄
に
陥

り
、
家
庭
崩
壊
・
自
殺
・
闘
牛

に
よ
る
人
身
事
故
な
ど
の
話
題

は
絶
え
な
い
。
堕
落
し
た
風

潮
・
風
説
が
は
び
こ
る
こ
と

は
、
情
操
豊
か
で
将
来
の
伊
仙

町
を
担
う
子
供
た
ち
を
健
全
育

成
す
る
学
校
現
場
に
悪
影
響
は

出
て
い
な
い
か
。
ま
た
、
闘
牛

大
会
興
業
と
学
校
教
育
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
教
育

委
員
等
、
教
育
関
係
者
で
討
論

会
等
は
開
い
た
こ
と
は
あ
っ
た

か
。
闘
牛
大
会
興
業
の
習
俗
・

文
化
に
つ
い
て
町
長
、
教
育
委

員
長
の
見
解
を
求
め
ま
す
。

答　

町
長　

マ
ス
コ
ミ
関
係
者

や
現
徳
之
島
警
察
署
長
と
も
闘

牛
賭
博
は
こ
の
機
会
に
、
一
掃

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
話

し
合
い
を
し
て
お
り
ま
す
。
闘

牛
協
会
会
長
と
も
話
し
合
い
ま

し
て
、
国
・
県
の
補
助
金
を
受

け
た
公
共
施
設
の
な
か
で
今
ま

で
の
よ
う
な
違
法
行
為
が
公
然

と
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
と
の
思
い
で
、
徳
之

島
警
察
署
員
に
も
制
服
で
入
っ

て
頂
き
た
い
と
要
望
し
て
お

り
ま
す
。
あ
れ
ほ
ど
子
供
た
ち

が
熱
心
に
牛
の
世
話
を
す
る
動

物
愛
護
の
尊
い
気
持
ち
、
こ
の

良
い
面
を
伸
ば
し
て
い
く
の
が

教
育
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
徳

之
島
伝
統
文
化
情
報
発
信
施
設

の
そ
の
名
に
相
応
し
い
施
設
に

す
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

10
月
の
ド
ー
ム
闘
牛
場
を
中
核

と
す
る
施
設
の
こ
け
ら
落
と
し

に
は
全
日
空
も
Ｊ
Ａ
Ｌ
も
チ
ャ

ー
タ
ー
便
を
飛
ば
す
と
の
こ
と

で
、
全
国
の
多
く
の
方
々
が
強

い
関
心
を
持
っ
て
来
る
も
の
と

思
い
ま
す
。
長
寿
世
界
一
、
子

宝
日
本
一
、
狂
喜
乱
舞
す
る
闘

牛
文
化
、
世
界
の
医
療
を
変
え

る
徳
田
虎
雄
の
ふ
る
さ
と
「
徳

之
島
」
に
行
っ
て
み
た
い
と
思

わ
せ
る
よ
う
な
こ
と
を
私
は
、

政
策
の
中
心
に
考
え
て
い
き
た

い
と
の
思
い
で
あ
り
ま
す
。

教
育
長　

闘
牛
が
原
因
の
生
徒

指
導
上
の
問
題
は
、
把
握
さ
れ

て
お
り
ま
せ
ん
。
闘
牛
文
化
の

あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、
教
育

委
員
会
、
保
護
者
、
教
師
で
話

し
合
い
、
論
議
な
ど
を
し
た
こ

と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

闘
牛
文
化
は
歴
史
的
に
も
島
民

の
暮
ら
し
に
深
く
根
付
い
て
い

る
習
俗
で
は
あ
る
が
、
無
形
文

化
財
に
は
登
録
さ
れ
て
い
な
い

よ
う
で
あ
り
、
伊
仙
町
文
化
財

保
護
審
議
会
で
、
町
指
定
の
方

向
で
検
討
し
、
三
町
で
の
連
携

を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問　

「
伊
仙
町
中
央
通
り
会
道

路
拡
幅
工
事
」
に
つ
い
て
、
役

場
前
に
立
っ
て
東
西
を
見
渡
す

と
、
雑
然
と
し
て
殺
風
景
で
あ

る
。
町
の
玄
関
口
で
風
光
・
景

観
・
利
便
性
な
ど
を
特
段
配
慮

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
所
で

あ
る
の
に
、
進
行
中
の
事
業
を

突
如
凍
結
放
置
し
て
、
３
年
７

カ
月
に
も
な
る
の
に
、
事
情
説

明
も
な
い
。
こ
の
事
業
の
所
管

は
ど
こ
で
、
現
在
ど
う
い
う
状

況
に
あ
る
の
か
。
ま
た
、
役
場

前
か
ら
西
の
交
差
点
ま
で
の
整

備
完
了
予
定
は
い
つ
か
。
当
初

の
計
画
通
り
の
16
ｍ
道
路
そ
の

ま
ま
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い

て
質
問
し
ま
す
。

答　

今
年
24
年
度
は
元
田
呉
服

店
か
ら
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
前
ま
で
を

１
工
区
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
前
か
ら
米

田
さ
ん
宅
前
ま
で
を
２
工
区
、

そ
し
て
３
工
区
を
盛
本
さ
ん
宅

前
か
ら
役
場
ま
で
を
今
年
中
に

整
備
完
了
す
る
と
の
事
で
あ
り

ま
す
。
な
お
、
３
工
区
に
つ
い

て
は
、
事
業
設
計
図
面
は
、
当

初
計
画
通
り
の
道
幅
16
ｍ
道
路

そ
の
ま
ま
で
は
あ
る
が
、
今
回

の
工
事
実
施
は
片
側
歩
道
11
．

５
ｍ
で
あ
り
ま
す
。
今
後
の

計
画
に
つ
い
て
は
、
事
業
凍
結

中
断
さ
れ
て
い
る
が
、
設
計
図

面
の
変
更
は
な
さ
れ
て
い
な
い

と
の
事
で
あ
り
ま
す
の
で
、
解

除
に
な
れ
ば
そ
の
ま
ま
事
業
は

継
続
進
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

問　

行
財
政
調
査
特
別
委
員
会

の
委
員
長
報
告
に
対
す
る
具
体

的
対
応
に
つ
い
て
、
町
財
務
の

財
政
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
資
料

に
よ
る
と
、
平
成
26
年
に
は
実

質
公
債
費
比
率
が
18
％
以
上
と

な
っ
て
、
起
債
制
限
団
体
に
転

落
、
毎
年
の
借
金
返
済
が
９
億

円
台
で
続
き
、
財
政
危
機
に
陥

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
町
議
会

上木議員

町無形文化財として検討中である闘牛。観光・文化・
教育の観点からも、全国に誇れる文化財として価値
を見出すことが重要である。（写真：東目手闘牛場）



技
術
、
考
え
方
の
習
得
を
支
援

し
、
商
品
化
を
実
現
し
た
段
階

で
販
売
促
進
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
る
か
を
段
階
的
に
今
実

施
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。
町
が
何
か
を
作
っ
て

販
売
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
て
、
農
産
物
を
作
っ
て
、
そ

れ
を
加
工
し
て
販
売
す
る
人
た

ち
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
き
た
い

と
い
う
こ
と
が
６
次
産
業
化
の

基
本
で
あ
り
ま
す
。

問　

保
育
行
政
に
つ
い
て
、
平

成
27
年
度
を
目
安
に
創
設
さ
れ

る
総
合
こ
ど
も
園
が
で
き
る
よ

う
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
対
策

は
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
待

機
児
童
は
ど
れ
ぐ
ら
い
い
る
の

か
。
総
合
こ
ど
も
園
が
で
き
る

ま
で
の
対
策
が
あ
れ
ば
説
明
を

い
た
だ
き
ま
す
。

答　

過
去
５
年
間
の
待
機
児
童

で
す
が
、
５
名
の
待
機
児
童
が

お
り
ま
す
。
５
名
と
も
０
歳
児

で
あ
り
、
私
立
保
育
園
で
し
か

対
応
で
き
な
い
た
め
、
現
在
で

は
い
っ
ぱ
い
の
状
況
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

議　会　だ　よ　り 平成24年６月（７）

で
は
行
財
政
調
査
特
別
委
員

会
で
調
査
結
果
報
告
書
を
議
決

し
、
平
成
24
年
度
を
財
政
再
建

元
年
と
位
置
付
け
て
、
計
画
的

減
量
経
営
に
踏
み
出
す
べ
き
で

あ
る
と
次
の
よ
う
な
具
体
的
提

言
を
申
し
入
れ
た
。

「
平
成
24
年
か
ら
33
年
度
ま
で

の
財
政
健
全
化
10
年
計
画
を
ま

ず
策
定
し
、
そ
の
前
期
平
成
24

年
〜
28
年
度
ま
で
の
５
年
間
を

短
期
特
別
重
点
期
間
と
位
置
付

け
し
て
、
起
債
許
可
団
体
へ
の

転
落
を
回
避
し
て
、
自
主
的
な

努
力
で
財
政
健
全
化
を
断
行
す

べ
き
で
あ
る
」
と
し
た
計
画
策

定
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
質

問
し
ま
す
。

答　

平
成
24
年
度
、
税
務
課
に

徴
収
体
制
の
強
化
を
図
る
為

に
、
対
策
室
を
設
置
し
て
、
さ

ら
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
制
限

措
置
条
例
を
施
行
し
、
町
民

の
方
々
の
理
解
を
得
な
が
ら
進

め
ま
す
。
各
事
業
等
を
見
直

し
、
洗
い
出
し
て
問
題
点
を
審

議
会
に
諮
り
、
方
策
を
打
ち
出

し
て
、
５
か
年
計
画
、
10
か
年

計
画
を
仕
上
げ
て
、
計
画
的
財

政
健
全
化
を
実
行
し
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
議
員
指
摘
の
行
財

政
改
革
推
進
委
員
会
の
設
置
ま

で
に
は
現
在
至
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。

問　

町
長
の
平
成
24
年
度
の
施

政
方
針
に
基
づ
き
逐
次
質
問
を

い
た
し
ま
す
。
町
長
は
過
去
２

年
間
、
農
業
生
産
額
50
億
円
の

達
成
を
合
言
葉
に
訴
え
続
け
て

ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
い

つ
ま
で
も
目
標
で
い
い
の
か
、

い
つ
ま
で
に
50
億
円
を
達
成
す

る
の
か
具
体
的
に
示
し
て
頂
き

た
い
。
町
長
の
任
期
は
１
期
４

年
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
間
で
何

が
で
き
る
か
、
何
を
や
る
か
で

評
価
が
決
ま
る
わ
け
で
あ
り
ま

す
。
町
長
の
見
解
は
。

答　

た
だ
い
ま
の
農
業
生
産
額

50
億
円
達
成
の
目
標
に
対
し
ま

し
て
、
ご
質
問
に
お
答
え
し
ま

す
。
平
成
22
年
３
月
に
策
定
さ

れ
ま
し
た
伊
仙
町
農
業
振
興
計

画
の
な
か
で
、
今
年
度
設
定
が

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
今

後
24
年
度
糖
業
・
バ
レ
イ
シ
ョ

等
終
了
後
検
証
作
業
と
目
標
年

度
設
定
も
行
っ
て
ま
い
り
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

問　

農
林
水
産
業
に
加
工
販
売

を
融
合
さ
せ
た
第
６
次
産
業
の

確
立
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
ら
れ

ま
す
が
、
具
体
的
に
何
を
６
次

化
す
る
の
か
伺
い
ま
す
。
例
え

ば
、
ば
れ
い
し
ょ
な
の
か
、
生

姜
な
の
か
、
ま
た
ど
れ
ぐ
ら
い

生
産
を
見
越
し
て
い
る
の
か
。

面
積
は
、
ど
の
よ
う
に
販
売
す

る
の
か
。
具
体
的
に
ご
説
明
を

頂
き
た
い
。

答　

平
成
23
年
度
に
伊
仙
町
６

次
産
業
化
塾
を
開
講
い
た
し
ま

し
て
、
販
売
表
示
、
経
営
論
、

パ
ッ
ケ
ー
ジ
な
ど
の
各
種
研
修

を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
道
筋

と
し
て
現
在
第
１
次
産
業
と
し

て
原
料
を
生
産
し
て
い
る
方
、

原
料
を
生
産
し
て
い
る
方
が
加

工
を
手
掛
け
る
た
め
に
必
要
な

明石議員

問　

福
祉
行
政
で
あ
り
ま
す
け

ど
も
、
高
齢
者
も
楽
し
み
に
し

て
い
る
敬
老
祝
い
金
が
カ
ッ
ト

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
先
日
の
条

例
の
と
こ
ろ
で
否
決
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
説
明
は
要
り
ま
せ
ん

が
、
町
長
の
施
政
方
針
の
な
か

で
す
べ
て
の
カ
ッ
ト
さ
れ
た
高

齢
者
の
部
分
が
子
育
て
支
援
に

回
る
と
い
う
説
明
で
し
た
が
、

ど
の
く
ら
い
の
額
な
の
か
ご
説

明
を
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

答　

平
成
23
年
度
で
敬
老
祝
い

金
９
０
４
万
８
０
０
０
円
、
子

育
て
支
援
金
補
正
合
わ
せ
て
現

在
７
６
０
万
円
の
予
算
で
進
め

て
お
り
ま
す
。
以
前
に
高
齢
者

の
方
か
ら
の
ご
意
見
で
敬
老
祝

い
金
を
子
育
て
支
援
に
使
っ
て

子宝の島として、欠かせない保育園の確保。現在、
児童の年齢の関係で私立保育園のみしか対応できな
い問題もあり、今後も更なる子育て支援が必要とな
ってくる。（写真：町内私立保育園）



議　会　だ　よ　り平成24年６月 （８）

れ
ま
す
。
22
年
に
配
布
し
た
防

災
マ
ッ
プ
が
あ
り
ま
し
た
が
、

今
回
新
た
に
津
波
や
豪
雨
災
害

を
視
野
に
入
れ
た
、
海
抜
地
域

の
標
示
を
含
ん
だ
防
災
マ
ッ
プ

を
作
成
中
で
す
。
で
き
あ
が
り

次
第
配
布
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

問　

自
主
財
源
の
確
保
に
つ
い

て
、
平
成
23
年
度
の
納
税
状
況

と
対
応
策
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
農
業
立

町
の
伊
仙
町
に
お
い
て
財
政
運

営
の
基
本
的
観
点
か
ら
、
自
主

財
源
確
保
の
向
上
に
は
、
農

家
所
得
向
上
が
原
則
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
所
得
向
上
の
指
導
対

策
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の

か
。

答　

平
成
23
年
の
納
税
状
況

は
、
町
民
税
、
現
在
徴
収
率

７
２
．
３
０
％
、
前
年
度
比

ほ
し
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
敬

老
年
金
に
つ
い
て
は
条
例
が
否

決
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
６
月
議

会
で
補
正
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

以
上
が
１
回
目
の
概
略
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
さ
ら
に
詳

し
く
ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
議

会
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問　

町
営
住
宅
管
理
に
つ
い

て
、
各
地
区
に
永
年
住
ん
で
い

な
い
町
営
住
宅
が
あ
る
が
、
今

後
改
修
し
て
貸
す
計
画
は
考
え

ら
れ
な
い
の
か
。

答　

永
年
空
家
に
な
っ
て
い
る

住
宅
は
、
用
途
の
廃
止
処
分
し

て
あ
る
住
宅
か
、
も
し
く
は
政

策
空
家
と
し
て
お
い
て
あ
る
住

宅
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
解
体

し
て
、
新
し
い
住
宅
を
作
り
変

え
る
準
備
の
段
階
で
も
あ
り
ま

す
の
で
、
こ
れ
を
改
修
し
て
貸

す
計
画
は
考
え
て
い
な
い
。

問　

一
般
住
民
が
払
い
下
げ
を

希
望
し
て
い
る
が
、
可
能
な
の

か
。

答　

こ
の
建
物
は
著
し
く
老
朽

化
が
進
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
を
払
い
下
げ
る
こ
と
は
不

可
能
で
、
不
可
能
と
い
う
か
、

危
険
を
伴
い
ま
す
の
で
、
そ
の

住
宅
を
取
り
壊
し
て
、
そ
の
土

地
を
払
い
下
げ
る
か
ど
う
か
、

財
務
の
方
と
話
合
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　

空
家
住
宅
は
、
ほ
と
ん
ど

が
手
入
れ
を
し
て
お
ら
ず
、
定

期
的
に
清
掃
す
る
か
、
取
り
壊

す
考
え
は
な
い
の
か
。

答　

空
家
住
宅
は
用
途
廃
止
、

も
し
く
は
政
策
空
家
と
し
て
あ

り
ま
す
の
で
現
在
手
入
れ
は
さ

れ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
草

を
刈
っ
た
り
、
定
期
的
に
清
掃

活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

水
道
関
係
に
つ
い
て
、
西

部
地
区
の
水
道
水
は
、
中
部
・

東
部
地
区
と
比
較
し
て
、
石
灰

分
が
非
常
に
多
く
、
風
呂
の
ボ

イ
ラ
ー
が
１
な
い
し
３
年
で
故

障
、
買
い
替
え
を
し
て
い
る
異

常
な
状
態
で
す
。
現
状
の
地
下

水
に
頼
る
だ
け
で
な
く
、
原
水

だ
け
を
引
き
込
む
考
え
は
な
い

の
か
。

答　

現
在
２
カ
所
か
ら
の
地
下

水
に
頼
っ
て
い
る
の
が
現
状
で

す
が
、
長
期
的
な
計
画
を
立
て

て
ヤ
ク
タ
川
の
表
流
水
の
調
査

を
実
施
し
て
、
水
量
を
確
実
に

把
握
し
、
原
水
だ
け
の
引
き
込

み
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

問　

西
部
地
区
の
浄
水
場
に
軟

水
器
を
取
り
付
け
て
、
石
灰
分

を
除
去
し
て
い
く
考
え
は
な
い

佐藤議員

琉議員

廃屋と化している町営住宅跡地。景観ならびに近隣
住宅への安全を考慮し、再利用や払い下げの検討が
急務である。（写真：犬田布集落内にある住宅跡）

の
か
。
今
後
の
対
策
は
ど
う
な

の
か
。

答　

軟
水
器
は
水
量
に
よ
っ
て

値
段
が
大
き
く
違
っ
て
ま
い
り

ま
す
し
、
現
在
の
西
部
地
区
か

ら
の
規
模
か
ら
い
た
し
ま
す

と
、
設
備
費
で
約
３
億
円
か
か

る
見
込
み
で
、
こ
れ
に
維
持

管
理
費
も
か
か
っ
て
き
ま
す
の

で
、
原
水
だ
け
を
引
き
込
む
の

と
比
較
し
て
、
今
後
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　

地
域
防
災
計
画
の
見
通
し

に
つ
い
て
、
昨
年
度
の
東
日
本

大
震
災
、
奄
美
地
方
を
襲
っ
た

集
中
豪
雨
を
踏
ま
え
、
奄
美
の

他
市
町
村
で
は
、
地
域
防
災
計

画
を
見
直
す
動
き
が
広
が
っ
て

い
る
が
、
わ
が
町
で
は
海
抜
標

示
板
の
設
置
や
防
災
マ
ッ
プ
の

全
戸
数
配
置
な
ど
の
計
画
は
あ

る
の
か
。

答　

伊
仙
町
で
は
、
災
害
に
対

す
る
地
域
の
共
助
を
促
す
べ

く
、
集
落
自
主
防
災
組
織
を
23

年
度
に
立
ち
上
げ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
活
動
が
ス
ム
ー
ズ
に

運
営
が
で
き
る
よ
う
に
、
防
災

マ
ッ
プ
の
配
布
も
必
要
と
思
わ
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５
．
３
３
％
の
増
、
法
人
税

７
９
・
１
８
％
、
前
年
度
比

９
．
９
１
％
減
、
固
定
資
産
税

６
８
．
２
９
％
、
前
年
度
比

３
．
４
７
％
増
、
軽
自
動
車

税
８
２
．
７
８
％
、
前
年
度

比
１
．
６
９
％
増
、
た
ば
こ

税
９
２
．
４
４
％
、
前
年
度

比
７
．
０
８
％
減
、
町
税
全

体
と
し
て
７
４
．
３
０
％
、

前
年
度
比
３
．
２
０
％
、
２

月
末
現
在
で
金
額
に
し
て
、

３
５
９
万
６
千
円
増
額
し
て
い

る
状
況
で
あ
り
ま
す
。
経
済
課

に
よ
る
農
業
所
得
向
上
の
指
導

対
策
に
つ
い
て
は
、
さ
と
う
き

び
、
園
芸
野
菜
、
畜
産
の
基
本

品
目
を
堅
持
し
つ
つ
、
新
規
作

物
あ
る
い
は
、
６
次
産
業
化
の

農
政
の
推
進
や
、
基
本
的
な
栽

培
指
針
等
も
進
め
農
家
指
導
を

行
い
、
農
家
の
意
見
聴
取
を
農

談
会
で
実
施
し
、
経
済
課
通
信

を
年
６
回
発
行
い
た
し
ま
す
。

こ
の
な
か
で
補
助
事
業
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
も
、
農
政
の
あ

り
方
も
広
報
し
、
農
家
所
得
向

上
に
取
り
組
み
、
認
定
農
家
や

一
般
農
家
の
皆
様
に
農
業
所
得

の
申
告
を
お
願
い
し
、
こ
れ
か

ら
も
き
め
細
や
か
に
や
っ
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　

水
道
事
業
に
つ
い
て
、
安

心
・
安
全
、
お
い
し
い
水
の
提

供
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す

が
、
年
に
数
回
、
東
部
地
区
・

中
部
地
区
に
お
い
て
水
質
の
濁

り
、
異
臭
が
発
生
し
て
い
る

が
、
そ
の
原
因
と
対
策
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

水
質
の
濁
り
は
、
集
中
豪

雨
に
よ
る
土
砂
流
出
が
一
番
の

要
因
、
異
臭
は
夏
季
や
季
節
の

変
わ
り
目
で
温
度
の
上
昇
に
よ

り
、
藻
類
が
繁
殖
し
、
異
臭
を

発
し
て
い
る
と
思
わ
れ
、
中
部

浄
水
場
に
お
い
て
は
、
急
速
ろ

過
器
の
活
性
炭
の
計
画
的
な
交

換
と
、
原
水
の
濁
度
点
検
回
数

を
増
や
し
て
対
応
し
、
ろ
過
砂

の
定
期
的
な
入
れ
替
え
と
安
定

し
た
水
質
水
量
に
取
り
組
み
、

配
水
管
の
泥
吐
や
付
着
し
た
物

質
の
洗
管
作
業
を
定
期
的
に
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
老
朽
化

し
た
敷
設
管
も
24
年
度
、
25
年

度
と
東
目
手
久
と
崎
原
地
区
、

26
年
度
か
ら
28
年
度
も
計
画
的

に
予
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

学
校
給
食
費
に
つ
い
て
、

前
回
の
議
会
に
お
い
て
、
平
成

24
年
度
か
ら
学
校
給
食
費
の
無

償
化
に
つ
い
て
の
質
問
に
、

「
財
務
と
協
議
し
て
今
後
、
周

知
徹
底
、
熟
知
、
熟
慮
し
な
が

ら
実
施
す
る
方
向
で
い
い
ん
で

は
な
い
か
と
い
う
結
論
に
達
し

ま
し
た
」
と
い
う
答
弁
で
し
た

が
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

答　

給
食
無
償
化
検
討
委
員
会

に
お
い
て
、
無
償
化
を
取
り
組

む
前
に
学
校
現
場
で
の
給
食
指

導
の
意
義
、
残
食
が
学
校
に
よ

っ
て
大
き
い
等
、
各
学
校
で
の

給
食
指
導
の
大
切
さ
や
、
子
育

て
支
援
の
一
環
と
し
て
の
放
課

後
学
童
保
育
の
わ
く
わ
く
ク
ラ

ブ
を
今
年
度
は
充
実
し
て
い
く

予
定
で
あ
り
ま
す
。

問　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
に

つ
い
て
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
議
会
中
継
等
で
伊
仙
町
の
取

り
組
み
や
内
容
が
わ
か
り
や
す

く
情
報
公
開
の
時
代
に
大
変
評

価
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

が
、
議
会
中
継
等
に
お
い
て
、

休
憩
中
に
は
、
画
面
が
砂
嵐
状

態
で
す
。
こ
の
時
間
を
有
効
活

用
し
、
町
内
の
産
業
Ｐ
Ｒ
は
で

き
な
い
も
の
か
。

答　

今
議
会
か
ら
徳
之
島
観
光

ビ
デ
オ
、
15
分
間
映
像
等
を
流

し
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
ご
指

摘
の
町
内
産
業
Ｐ
Ｒ
も
随
時
更

新
し
て
、
放
送
し
て
い
け
た
ら

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

給食を通じて食に対する指導や残食の状況などを考
慮し、あらゆる方面から給食の意義を児童や保護者
へ伝えつつ、無償化について検討する必要がある。（写
真：伊仙地小学校 5年生の給食風景）

問　

障
が
い
者
の
福
祉
に
つ
い

て
、
伊
仙
町
は
、
障
が
い
者
の

対
応
と
し
て
養
護
学
校
の
分

校
・
分
教
室
に
つ
い
て
大
き
く

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
以

前
質
問
致
し
ま
し
た
、
視
覚
障

が
い
者
の
「
ほ
ー
ら
い
館
の
プ

ー
ル
使
用
」
に
つ
い
て
可
能
な

も
の
か
。

答　

現
在
、
３
名
の
方
々
が
利

用
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
今

後
と
も
皆
様
の
利
用
で
き
や
す

い
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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平
成
24
年
第
１
回
伊
仙
町
議
会

定
例
会
に
お
い
て
全
会
一
致
で
決

議
さ
れ
た
、
「
飲
酒
運
転
撲
滅
に

関
す
る
決
議
」
な
ら
び
に
「
安

全
・
安
心
の
町
実
現
に
関
す
る
決

議
」
を
定
例
会
閉
会
後
に
、
町
長

室
に
お
い
て
正
副
議
長
、
２
常
任

委
員
長
か
ら
、
伊
仙
町
長
へ
議
会

の
決
議
文
を
送
付
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
近
年
島
内
に
お
け
る
飲
酒

　

平
成
24
年
第
１
回
定
例
会
に
お

い
て
付
託
さ
れ
た
請
願
第
１
号

「
伊
仙
町
中
央
通
り
会
道
路
拡
幅

に
関
す
る
請
願
書
（
請
願
者
：

伊
仙
町
中
央
通
り
会　

紹
介
議

員
：
上
木　

勲
・
杉
並　

廣
規
議

員
）
」
が
、
３
月
19
日
の
最
終
本

会
議
で
、
経
済
建
設
常
任
委
員
長

の
採
択
の
報
告
通
り
、
全
会
一
致

で
原
案
可
決
さ
れ
た
こ
と
を
受
け

て
、
定
例
会
閉
会
後
、
正
副
議

長
・
２
常
任
委
員
長
出
席
の
も

と
、
町
長
室
に
お
い
て
採
択
通
知

書
を
伊
仙
町
長
宛
に
送
付
い
た
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
徳
之
島
空
港

か
ら
伊
仙
・
亀
津
へ
の
道
路
整
備

が
行
わ
れ
て
い
る
な
か
で
、
平
成

11
年
12
月
に
地
区
住
民
か
ら
県
へ

早
期
着
工
の
要
望
が
な
さ
れ
て
、

そ
の
後
平
成
11
年
か
ら
平
成
13
年

に
事
業
の
検
討
、
平
成
14
年
に
国

と
ル
ー
ト
協
議
が
行
わ
れ
、
平
成

15
年
に
新
規
事
業
と
し
て
採
択
さ

れ
て
測
量
の
着
手
や
住
民
説
明
会

等
が
県
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
突
如
平
成
20

年
８
月
の
説
明
会
で
県
の
財
政
逼

迫
を
理
由
に
工
事
を
凍
結
す
る
旨

の
説
明
・
通
告
が
あ
り
、
こ
の
こ

と
で
当
該
地
区
の
住
民
や
事
業
者

が
資
金
繰
り
や
事
業
の
頓
挫
な
ど

大
き
な
不
安
や
苦
境
に
立
た
さ
れ

て
い
る
こ
と
と
な
り
、
こ
の
問
題

を
継
続
的
に
県
へ
要
望
す
る
べ
く

紹
介
議
員
の
上
木
勲
議
員
・
杉
並

廣
規
議
員
か
ら
住
民
の
意
見
や
現

状
説
明
が
あ
り
、
慎
重
に
審
査
し

た
結
果
、
今
後
町
執
行
部
と
連
携

し
て
県
知
事
へ
当
該
事
業
の
凍
結

解
除
並
び
に
早
期
の
事
業
再
開
を

求
め
る
旨
の
議
決
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
は
議
会
と
い
た
し
ま
し

て
も
、
計
画
的
な
事
業
執
行
を
県

が
行
っ
て
頂
け
る
よ
う
に
継
続
的

に
要
望
活
動
を
行
い
、
さ
ら
に
は

住
民
と
の
意
見
交
換
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

運
転
の
発
生
や
あ
ら
ゆ
る
町
民
の

生
活
を
脅
か
す
恐
れ
の
あ
る
犯
罪

等
の
撲
滅
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
く
と
い
う
内
容
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
決
議
文
を
受
け
て
大
久
保
明

町
長
は
「
こ
の
よ
う
な
議
会
の
決

議
を
受
け
て
、
行
政
は
も
と
よ
り

全
町
民
に
対
し
て
も
改
め
て
防
犯

意
識
に
対
す
る
啓
発
や
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
」
と
の
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
今
後
と
も
各
種
犯
罪
等
に
関

す
る
危
機
意
識
を
高
め
て
頂
き
、

安
全
で
住
み
や
す
い
地
域
社
会
づ

く
り
に
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

飲
酒
運
転
撲
滅
並
び
に
「
安
全
・
安
心
の
町
」

実
現
に
関
す
る
決
議
を
伊
仙
町
長
へ

伊
仙
町
中
央
通
り
会
道
路
拡
幅
に

関
す
る
請
願
の
採
択
通
知
を
伊
仙

町
長
へ
提
出

※徳之島警察署からの情報

◎徳之島警察署管内の刑法犯認知件数114件（前年比＋20　
　件）（※うち窃盗犯が85件と前年比＋28件となっていま
　す。）
◎徳之島警察署管内の交通人身事故の平成23年の発生件数
　52件（前年比−21件）
　傷者67名（前年比−13人）、死者2名（前年比＋1人）
　※うち1名は飲酒運転事故
　飲酒運転の発生件数　16件（徳之島町9件・伊仙町4件・
天城町3件）に加え、検問等で18人のドライバー（徳之島町
11人・伊仙町3人・天城町4人）が検挙されています。
　窃盗犯のなかでも、空き巣などの住宅を対象とした侵入窃
盗、自動車・オートバイ・自転車を対象として乗り物盗が約
４割を占めており、身近で発生する犯罪の増加が顕著であり
ます。また、被害のほとんどが戸締りをしていなかったり、
車の鍵をしていなかったものであります。最悪のパターンと
して、盗まれた車等で交通事故を起こし、同乗者が大けがを
負った事案もあり、改めて飲酒運転に対しても同様に防犯意
識の向上に取り組んで頂きたいと思います。
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※　掲載されている行事以外にも、各種協議会及び集落行事等にも出席しておりますが、予めご了承下さい。

議
会
の
う
ご
き

平
成
24
年
１
月

　

４
日	

伊
仙
町
消
防
団
出
初
式
（
伊
仙
中
学
校
）
議
員
全
員

　

５
日	

伊
仙
町
成
人
式
（
ほ
ー
ら
い
館
）
議
員
全
員

　

６
日	

平
成
24
年
第
１
回
伊
仙
町
議
会
臨
時
会
告
示

　

11
日	

平
成
24
年
第
１
回
伊
仙
町
議
会
臨
時
会
（
本
会
議
場
）
議
員
全
員

　

12
日	

平
成
22
年
度
大
島
郡
町
村
議
会
議
長
会
会
計
決
算
審
査

	

（
奄
美
市
）
議
長

　

24
日	

大
島
養
護
学
校
分
教
室
に
関
す
る
勉
強
会

	

（
徳
之
島
町
）
議
員
全
員

平
成
24
年
２
月

　

２
日	

徳
之
島
三
カ
町
議
会
議
員
連
絡
協
議
会
役
員
会
（
徳
之
島
町
議
会

	

委
員
会
室
）
正
・
副
議
長
、
２
常
任
委
員
長
、
事
務
局

　

９
日	

議
会
広
報
編
集
委
員
会
（
３
月
号
）
（
議
会
委
員
会
室
）
議
長
、

	

議
会
広
報
編
集
委
員
、
事
務
局

　

10
日	

市
町
村
長
・
議
会
議
長
合
同
会
（
奄
美
市
）
議
長

　

14
日	

第
63
回
鹿
児
島
県
町
村
議
会
定
期
総
会
（
鹿
児
島
市
）
議
長
、

	

事
務
局
長

　

18
日	

さ
と
う
き
び
被
害
対
策
協
議
会
（
奄
美
市
）
議
長

	

平
成
24
年
度
奄
美
地
区
郵
便
局
長
会
総
会
（
徳
之
島
町
）
議
長

　

20
日	

全
員
協
議
会
、
２
常
任
委
員
会
（
議
会
委
員
会
室
）
議
員
全
員

	

徳
之
島
三
カ
町
議
会
議
員
大
会
（
徳
之
島
町
）
議
員
全
員

　

26
日	

徳
之
島
空
港
開
港
50
周
年
記
念
式
典
（
徳
之
島
空
港
）
議
長

　

27
日	

議
会
広
報
編
集
委
員
会
（
３
月
号
）
（
議
会
委
員
会
室
）
議
長
、

	

議
会
広
報
編
集
委
員
、
事
務
局

　

29
日	

平
成
24
年
第
１
回
伊
仙
町
議
会
定
例
会
告
示

平
成
24
年
３
月

　

２
日	

議
会
運
営
委
員
会
（
議
会
委
員
会
室
）
議
長
、
議
会
運
営
委
員
、

	

事
務
局

	

徳
之
島
用
水
土
地
改
良
区
第
１
回
総
代
会
（
ほ
ー
ら
い
館
）
議
長

　

６
日	

平
成
24
年
第
１
回
伊
仙
町
議
会
定
例
会
（
本
会
議
場
）
議
員
全
員

経
済
課
で
は
最
新
型
の
土
壌
分
析

機
を
導
入
し
、
平
成
23
年
度
よ
り

皆
様
の
土
壌
の
分
析
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
は
pH
や

土
壌
分
析
の
受
付
を
し
て
い
ま
す
（
経
済
課
）

電
気
伝
導
度
（
EC
）
だ
け
で
は
な

く
、
微
量
元
素
ま
で
測
定
の
上
、

皆
様
へ
合
同
の
説
明
会
を
１
月
に

１
回
定
期
的
に
開
催
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　

ご
自
身
の
畑
の
土
壌
が
、
現
在

ど
の
よ
う
な
状
態
な
の
か
、
そ
の

解
析
を
受
け
て
本
当
に
必
要
な
肥

料
が
ど
れ
だ
け
な
の
か
、
そ
れ
ら

を
知
る
こ
と
で
過
剰
な
施
肥
を
避

け
、
経
費
の
削
減
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

　

作
付
け
前
の
土
壌
分
析
は
人
の

健
康
診
断
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

定
期
的
に
分
析
を
行
い
、
皆
様
の

肥
培
管
理
が
作
物
に
と
っ
て
合
っ

て
い
る
の
か
ど
う
か
、
ご
自
身
で

判
断
す
る
材
料
と
し
て
、
ぜ
ひ
経

済
課
に
ご
持
参
の
上
、
受
付
を
し

て
く
だ
さ
い
。

受
付
日
：
常
時

説
明
会
：
毎
月
月
末
１
回

担　

当
：
経
済
課　

松
岡
・
源

無 料
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委
員
長	

琉
　
　
理
人

副
委
員
長	

清
水
喜
玖
男

委
　
　
員	

永
岡
　
良
一

委
　
　
員	

前
　
　
徹
志

委
　
　
員	

伊
藤
　
一
弘

議
会
広
報
編
集
委
員
会

　

町
民
の
皆
様
、
毎
日
の
お
仕
事
お
疲
れ
様
で
す
。
今
年

も
早
い
も
の
で
も
う
初
夏
の
時
期
を
迎
え
、
奄
美
地
方
の

梅
雨
入
り
も
例
年
よ
り
早
く
突
入
し
、
屋
外
で
勤
務
さ
れ

て
い
る
方
々
に
と
っ
て
は
、
大
変
な
時
期
で
あ
る
か
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
農
作
物
に
至
っ
て
は
、
め
ぐ
み
の
雨
と
な

る
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
農
家
の
皆
様
に
お
か
れ
て
は
、
平
成
23
年
か
ら

24
年
期
に
わ
た
っ
て
の
農
繁
期
が
一
段
落
し
、
今
季
の
農

作
物
収
穫
に
向
け
て
よ
り
一
層
力
が
入
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
だ
と
推
察
い
た
し
ま
す
。
昨
年
は
、
広
範
囲
に
わ
た
っ

て
病
害
虫
や
有
害
鳥
獣
の
被
害
に
よ
る
さ
と
う
き
び
の
歴

史
的
な
凶
作
や
日
照
不
足
に
よ
っ
て
ば
れ
い
し
ょ
の
品
質

が
劣
化
し
、
農
家
の
み
な
ら
ず
町
全
体
の
経
済
が
停
滞
す

る
事
態
に
陥
る
こ
と
と
な
り
、
町
を
健
全
運
営
す
る
為
に

重
要
な
税
収
問
題
が
深
刻
化
し
て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
議

会
に
お
い
て
も
、
そ
の
よ
う
な
問
題
に
つ
い
て
議
員
全
員

が
各
方
面
で
町
民
の
皆
様
か
ら
ご
意
見
や
ご
要
望
を
聴
取

し
、
町
執
行
部
に
対
し
て
あ
ら
ゆ
る
提
言
を
行
っ
て
い
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
前
向
き
か
つ
闊

達
な
ご
意
見
を
お
寄
せ
頂
き
、
と
も
に
こ
の
苦
難
を
乗
り

越
え
て
、
今
後
の
経
済
発
展
な
ら
び
に
町
政
の
健
全
運
営

に
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
文
責　

清
水　

喜
玖
男
）

編
集
後
記

〜「議会中継」インターネットで随時配信中〜
　ご視聴ありがとうございます。
　おかげさまで，通算３０００アクセスを突破。町民の皆様をはじめ，町内外からお寄せいただいたご
意見やご要望，また納めた税金がどのように使われているのか，すべてが議会中継で視聴できます。議
会中継の放送時間は，議会開会中は生放送を行っており，生放送が視聴できない方の為の録画配信は，
「２４時間いつでも」インターネット環境が整っているお手持ちのパソコン，またはスマートフォンか
ら視聴可能です。
　ご覧になられたことがない方は，ぜひこの機会にご覧いただきますようご案内致します。

※議会中継を視聴された方からのご意見やご要望
・採決の際に，議員がどのような判断をされているのか，もう少しわかるようにカメラアングルを配慮
してほしい。（町内　５０代男性）
・休憩時間の合間のＰＲビデオが素晴らしい。他にも町内の経済活性化の為にＣＭを作成して放送して
ほしい。（町内　４０代男性）
・議会中の姿勢が，議員をはじめ執行部の方々の緊張感が伝わって大変すばらしい。（町外４０代男
性）
・「開かれた議会」の名の下に，住民が仕事で視聴できなくても録画放送などを行い，町政や議会に対
して関心を持つきっかけになり，とても良い見本である。（県内議会事務局職員）
等々，たくさんのご要望を頂いております。このようなご要望にこれからも伊仙町議会としては，真摯
に対応させて頂きたいと考えておりますので，ぜひ議会中継ならびに伊仙町議会に関してのご意見やご
要望をお待ち申し上げております。

連絡先
伊仙町議会事務局（椛山，佐平）
ＴＥＬ：０９９７−８６−３１１１（内１６）ＦＡＸ：０９９７−８６−２３０１
住所：〒８９１−８２９３　鹿児島県大島郡伊仙町大字伊仙１８４２番地

アクセス方法
伊仙町公式ＨＰをアクセス→伊仙町公式ＨＰ内の左にあ
るアイコンをアクセスすれば視聴可能です。
アクセス後ＵＳＴＲＥＡＭのサイトへ移行します。


